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12－13　Ｍ９になった理由について
Why did the earthquake become as large as M9?

東北大学大学院理学研究科　松澤暢
Toru Matsuzawa, Graduate School of Science, Tohoku University

2011 年東北地方太平洋沖地震は M9.0 という巨大な地震となったが，この場所で M9 の地震が発生す
るとは，世界中の地震学者のほとんどが予想しておらず，学界に大きな衝撃を与えた．なぜ，このよ
うな M9 の地震になったのかについて，第 190 回の連絡会において各機関から資料が提出された．

気象庁より，この地震は破壊継続時間が極めて長かったため，周期 200 秒～ 1000 秒という非常に
長周期の波形を用いたインバージョンにより Mw9.0 という値が得られたとの報告があった．国土地
理院および東京大学理学系研究科からは，東北地方太平洋沿岸は長期に渡って沈降しており，これ
を深部余効すべりとして解消するような巨大なイベントが必要であることが前から指摘されててい
たとの紹介があった．最近の GPS の観測が始まった 1990 年代末から 2000 年代初頭にかけては今回
の地震の震源域付近では固着が強かったことが，様々な研究者による GPS 解析から出ている．同様
の傾向は小繰り返し地震からも見られることが東北大学大学院理学研究科から報告があった 1）．また，
2000 年代末くらいから固着が弱まっていた可能性があることが，GPS データにより国土地理院と静
岡大学理学部 / 防災科学技術研究所から，また小繰り返し地震により東北大学大学院理学研究科か
ら指摘があった．

M9 を生じさせたモデルとしては，特徴的すべり量 L の大きな領域の中に L の小さな領域が存在し
ているとする階層アスペリティモデル2）や，浅部プレート境界に大きくて強いアスペリティが存在して
いるモデル3），主破壊域でThermal Pressurization（TP）が発生するモデル 4），滑りが Overshoot した
とするモデル 5）等が提案されている．ただ，TP や Overshoot が生じたとしても，すべり量がオーダー
で変わるとは考えにくいため，今回の地震で海溝近くで数十 m のすべりが生じたということは，少な
くとも 10m 程度以上の滑り欠損をここで蓄積していたことを意味しており，そのような大きな滑り欠
損を何故この場所で蓄積できたのかを明らかにすることが一番重要であろう．上記のモデルでは，地
震発生後に期待される余震活動や余効変動がそれぞれ異なっているため，今後の観測を通じて，モ
デルを絞り込むことができると期待さる．この意味でも，今後のモニタリングは極めて重要である．
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